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［緒言］有機半導体は，溶液プロセス性や機械的柔軟性，軽量などの特長から，プリンテッドフ

レキシブルエレクトロニクスの材料として期待されている．有機電界効果トランジスタを用いた

RF-IDタグなどのアプリケーションの実用化のためには，10 cm2/Vsを超える移動度を有する有機

半導体が必須である．有機半導体で高移動度を達成するためには，分子を高密度にパッキングし，

効率的な分子間の軌道の重なりの実現が必要である．これまで二次元伝導に適したヘリングボー

ン構造をもつ BTBT と DNTT とそれらの誘導体等において，アモルファスシリコン(µ = 0.5–1.0 

cm2/Vs)を超える移動度が達成されている．また，我々はこれまで，屈曲部位に硫黄元素などを導

入した屈曲型分子群を開発し，分子の熱振動の低減による移動度の向上と結晶相の安定化を実現

した 1．しかしながら，これまでの分子の多くは，熱振動しやすい分子長軸方向に軌道の位相が交

互に並んでいるため，熱振動により軌道の重なりが小さくなることが懸念される．そこで本研究

では，分子長軸方向に同位相を有する Zigzag型の ChDT骨格を新たに開発したので報告する．  

［実験と結果］ChDTは両末端にチオフェン環を有しており，そ

のα位を様々な官能基に容易に置換可能である．さらに，屈曲分

子により熱振動を抑制し，分子長軸方向に位相のそろった分子軌

道により熱振動の影響を小さくする分子構造である．実際に，理

論計算からペンタセンや DNTTに比べて，ChDTは分子長軸方向

の変位に対して tの変化が小さいことがわかった．また，熱特性

評価の結果，250 ºC以上まで結晶相が安定であることも明らかとなった．デシルチエニル置換体

について，単結晶トランジスタの特性評価を行ったところ， 10 cm2/Vsを超えることがわかった．

本講演では，両末端のチオフェン環の方向の違う分子の特性についても合わせて議論する． 
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図. ChDTの分子構造と HOMO. 
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